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【
大
洲
会
場
】

８
月
31
日
、
参
加
者
147

名
の
御

守
護
を
頂
き
、
大
洲
会
場
に
て
開

催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
残
暑
厳

し
い
時
期
で
し
た
が
、
内
容
に
集

中
で
き
る
ち
ょ
う
ど
良
い
季
候
の

御
守
護
を
頂
き
ま
し
た
。
本
部
講

師
の
片
山
か
お
り
先
生
の
お
話
や

感
話
の
方
々
に
は
、
人
生
の
荒
波

を
経
た
か
ら
こ
そ
気
付
け
た
神
様

の
お
働
き
の
深
さ
と
、
真
に
信
仰

す
る
こ
と
の
有
難
さ
を
お
話
し
頂

き
ま
し
た
。
当
日
を
含
め
、
ひ
の

き
し
ん
に
当
た
る
者
同
士
が
意
見

を
出
し
合
い
、
協
力
し
合
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
総
会
に
向
か
う

決
起
の
集
い
に
相
応
し
い
、
士
気

の
高
ま
る
集
い
と
な
り
ま
し
た
。

喜
多
支
部
主
任

榊
原
弓
子
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【
教
務
支
庁
会
場
】
９
月
１
日
、
愛
媛
教
区
で
最
後
の
会
場
と
な
っ
た
会

員
決
起
の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
９
時
の
受
付
開
始
直
後
か
ら
続
々

と
参
加
者
が
集
ま
り
、
急
遽
駐
車
場
を
追
加
で
確
保
す
る
と
い
う
嬉
し
い
悲

鳴
も
あ
り
、
県
内
各
地
か
ら
443

名
が
参
集
し
、
集
い
は
賑
や
か
な
雰
囲
気
で

始
ま
り
ま
し
た
。
本
部
講
師
の
小
森
こ
と
み
先
生
の
講
話
で
は
、
を
や
の
思

い
が
会
員
一
人
一
人
の
心
に
届
く
よ
う
、
分
か
り
や
す
く
ご
自
身
の
経
験
や

例
え
話
を
沢
山
用
い
て
お
話
し
下
さ
り
、
親
心
を
感
じ
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
２
名
の
感
話
者
も
そ
れ
ぞ
れ
に
信
仰
の
喜
び
を
発
表
し
て
下
さ
り
、
会

場
中
の
人
が
胸
を
熱
く
し
ま
し
た
。
こ
の
集
い
で
得
た
感
動
と
信
仰
の
喜
び

の
熱
を
冷
ま
す
事
な
く
、
一
人
一
人
が
で
き
る
陽
気
ぐ
ら
し
の
実
践
を
日
々

積
み
重
ね
て
、
創
立
110

周
年
記
念
総
会
に
向
か
っ
て
歩
み
を
進
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

愛
豫
支
部
長

越
智
む
つ
み
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【
川
之
江
会
場
】

８
月
24
日
、
川
之
江
大
教
会

を
会
場
に
「
創
立
110

周
年
会
員

決
起
の
集
い
」
を
開
催
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
早
朝
か
ら
降
っ

て
い
た
雨
も
会
員
さ
ん
が
来
ら

れ
る
頃
に
は
や
ん
で
、
暑
さ
も

落
ち
着
き
、
涼
し
く
受
講
で
き
、

参
加
者
158

名
の
御
守
護
を
頂
き

ま
し
た
。
本
部
講
師
の
田
中
有

理
先
生
よ
り
、
家
族
の
事
や
感

謝
の
心
の
お
話
な
ど
聞
か
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
お

二
人
の
目
頭
の
熱
く
な
る
よ
う

な
感
話
に
皆
、
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
来
年
の
創
立
110

周
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記
念
総
会
に
は
沢
山
の
方
と
お

ぢ
ば
へ
帰
ら
せ
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
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教
区
の
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か

い
親
心
に
包
ま
れ
て
、
喜
び
勇
ん

で
期
間
中
に
を
い
が
け
に
廻
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
毎
日
歩
く
な

か
で
あ
っ
た
り
、
先
生
方
の
お
話

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
な
か
で
、

お
ぢ
ば
の
尊
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

お
ぢ
ば
に
帰
っ
て
か
ら
も
、
日
々

の
行
い
か
ら
に
お
い
が
け
を
心
が

け
て
い
き
た
い
し
、
ま
た
、
そ
れ

を
通
し
て
自
分
自
身
の
信
仰
を
深

め
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

す
。

私
は
に
を
い
が
け
に
は
苦
手
意

識
が
あ
っ
た
の
で
、
布
教
の
家
で

の
実
修
に
不
安
を
抱
い
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
教
区
の
先
生
方
と

元
寮
生
の
お
二
人
の
温
か
い
サ
ポ
ー

ト
の
お
か
げ
で
、
不
安
が
嘘
だ
っ

た
か
の
よ
う
に
楽
し
く
に
を
い
が

け
に
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
講
話
や
体
験

談
も
聞
か
せ
て
頂
き
、
自
分
の
信

仰
を
見
つ
め
直
せ
る
時
間
に
な
り

ま
し
た
。

愛
媛
に
来
る
の
は
初
め
て
の
は

ず
な
の
に
そ
ん
な
気
が
し
な
い
く

ら
い
皆
さ
ん
温
か
く
迎
え
入
れ
て

下
さ
っ
て
嬉
し
く
有
難
い
限
り
で

し
た
。
長
い
よ
う
で
短
か
っ
た
布

教
実
修
は
沢
山
の
出
逢
い
と
学
び

の
毎
日
で
し
た
。
次
は
私
た
ち
が

天
理
で
皆
様
の
お
帰
り
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
い
つ

か
愛
媛
に
来
さ
せ
て
も
ら
え
た
ら

な
と
思
い
ま
す
。
素
敵
な
時
間
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

８
月
18
日
、
少
年
ひ
の
き
し
ん

隊
本
部
練
成
会
に
参
加
し
た
隊
員
・

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
対
象
に
「
少
年

ひ
の
き
し
ん
隊
事
後
研
修
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

午
前
は
、
教
務
支
庁
で
事
前
研

修
会
と
お
ぢ
ば
で
の
活
動
写
真
を

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
鑑
賞
し
な
が

ら
振
り
返
っ
た
。
そ
の
後
、
場
所

を
奥
道
後
ホ
テ
ル
に
移
動
し
、
昼

食
バ
イ
キ
ン
グ
・
入
浴
と
時
間
を

忘
れ
て
思
い
出
に
華
を
咲
か
せ
た

り
、
親
睦
を
深
め
さ
せ
て
頂
い
た
。

参
加
者
は
、
隊
員
７
名
・
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
２
名
・
ス
タ
ッ
フ
８
名

で
し
た
。
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団
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岡
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行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
！
」
「
行
っ
て
き
ま
す
。
」
明
る
い
声
が
教
務
支
庁

の
玄
関
前
に
響
き
わ
た
り
ま
す
。
に
を
い
が
け
に
出
発
す
る
、
天
理
教
校
本

科
実
践
課
程
の
皆
さ
ん
の
勇
ん
だ
声
と
、
教
区
書
記
浜
本
さ
ん
一
家
の
熱
き

応
援
の
声
で
す
。

８
月
末
か
ら
来
庁
し
た
実
践
課
程
の
生
徒
さ
ん
、
担
当
の
先
生
方
は
、
毎

日
、
布
教
実
修
の
日
課
を
元
気
に
こ
な
し
て
行
き
ま
し
た
。
布
教
の
家
を
卒

業
し
た
河
内
・
佐
野
両
氏
の
応
援
、
又
布
教
の
家
育
成
員
の
先
生
方
、
教
区

布
教
部
の
先
生
方
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
、
松
山
で
布
教
実
修
し
た
こ
と
が
、

彼
女
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
心
の
拠
り
所
と
な
っ
て
頂
け
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。

岸
田
貞
俊
（
愛
媛
寮
寮
長
）
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。
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。
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、
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さ
ん
一
家
の
熱
き

応
援
の
声
で
す
。

８
月
末
か
ら
来
庁
し
た
実
践
課
程
の
生
徒
さ
ん
、
担
当
の
先
生
方
は
、
毎

日
、
布
教
実
修
の
日
課
を
元
気
に
こ
な
し
て
行
き
ま
し
た
。
布
教
の
家
を
卒

業
し
た
河
内
・
佐
野
両
氏
の
応
援
、
又
布
教
の
家
育
成
員
の
先
生
方
、
教
区

布
教
部
の
先
生
方
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
、
松
山
で
布
教
実
修
し
た
こ
と
が
、

彼
女
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
心
の
拠
り
所
と
な
っ
て
頂
け
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。

岸
田
貞
俊
（
愛
媛
寮
寮
長
）

少

年

会

少

年

会

少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
事
後
研
修
会

少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
事
後
研
修
会



８
月
29
日
、
教
務
支
庁
に
於
い

て
「
よ
う
ぼ
く
成
人
講
座
ス
タ
ッ

フ
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
間
は
、
愛
媛
教
区
独
自

の
研
修
会
で
し
た
が
、
今
回
は
、

お
ぢ
ば
か
ら
布
教
二
課
長
中
川
徳

弘
先
生
と
、
二
課
研
究
室
員
向
正

訓
先
生
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

最
初
に
、
中
川
先
生
が
「
地
域

活
動
の
重
要
性
と
布
教
部
か
ら
打

ち
出
す
活
動
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
講
話
さ
れ
、
地
域
活
動
で
系
統

の
違
う
人
を
丹
精
す
る
に
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
い
る
が
、
一
手
一
つ
に

た
す
け
あ
う
事
で
刺
激
を
頂
け
る
、

と
さ
れ
、
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん

デ
ー
、
全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー
、

よ
う
ぼ
く
成
人
講
座
、
陽
気
ぐ
ら

し
講
座
の
四
つ
の
活
動
に
つ
い
て
、

詳
し
く
説
明
さ
れ
地
域
活
動
の
重

要
性
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
向
研
究
室
員
よ
り
、

「
成
人
講
座
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と

心
得
」
に
つ
い
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
午
後
か
ら
は
、

ア
イ
ラ
ン
ド
形
式
と
い
う
形
で
、

成
人
講
座
の
モ
デ
ル
の
班
を
一
つ

作
っ
て
、
そ
の
周
囲
を
研
修
会
参

加
者
が
囲
み
、
実
際
の
支
部
成
人

講
座
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
さ
あ
お
つ

と
め
・
一
手
一
つ
」
に
つ
い
て
、

細
か
い
指
摘
や
注
意
点
を
聞
か
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
お
話
は
、
厳
し

い
中
に
も
ジ
ョ
ー
ク
あ
り
突
っ
込

み
あ
り
で
、
と
て
も
楽
し
く
終
始

笑
い
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
、
各
支
部
で
成
人
講
座
の

充
実
を
通
し
た
地
域
活
動
の
発
展

を
願
っ
て
散
会
し
ま
し
た
。

布
教
部
長

二
宮
道
一

８
月
18
日
、
令
和
に
な
っ
て
初

の
南
予
ブ
ロ
ッ
ク
ハ
ー
ト
ク
リ
ー

ン
が
行
わ
れ
た
。

内
子
運
動
公
園
に
70
名
の
人
が

集
ま
っ
た
。
何
よ
り
も
驚
い
た
の

は
子
供
達
の
多
さ
だ
。
２
・
３
才

～
小
学
生
く
ら
い
の
子
ま
で
、
非

常
に
沢
山
の
子
供
達
が
ひ
の
き
し

ん
に
汗
を
流
し
た
。

見
れ
ば
、
皆
勇
み
き
っ
た
顔
を

し
て
い
た
。
実
際
予
定
よ
り
広
範

囲
を
清
掃
出
来
た
よ
う
で
あ
っ
た

が
、
私
は
そ
れ
よ
り
喜
び
勇
ん
だ

皆
の
顔
が
、
親
神
様
に
喜
ん
で
頂

け
る
一
番
の
大
き
な
収
穫
で
あ
っ

た
と
感
じ
て
い
る
。

日
々
の
生
活
の
中
で
、
疲
れ
た

心
を
癒
し
て
く
れ
る
、
ま
さ
に
ハ
ー

ト
ク
リ
ー
ン
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い

1
日
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

西
宇
和
支
部
委
員
長

中
川
直
教

（
写
真
は
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

９
月
８
日
、
伊
予
西
条
駅
に
て
、

東
予
ブ
ロ
ッ
ク
ハ
ー
ト
ク
リ
ー
ン

デ
ー
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

当
日
の
気
温
は
32
℃
を
超
え
、

残
暑
の
大
変
厳
し
い
中
、
東
予
ブ

ロ
ッ
ク
の
各
支
部
か
ら
青
年
会
員

ら
17
名
の
ご
参
加
を
頂
き
、
西
条

駅
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
活
動
を
勇
ん

で
つ
と
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ハ
ー
ト
ク
リ
ー
ン
の
後
に
は
、

西
条
市
に
あ
り
ま
す
ビ
ー
ル
工
場

に
て
懇
親
会
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。普

段
あ
ま
り
話
す
機
会
の
無
い

会
員
さ
ん
や
、
他
の
支
部
の
方
々

と
仕
事
や
信
仰
の
話
し
な
ど
で
大

変
盛
り
上
が
り
、
青
年
会
の
地
域

活
動
の
活
性
化
に
繋
が
る
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

宇
摩
支
部
委
員
長

合
田
慶
三
郎

（
写
真
は
４
ペ
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ジ
に
掲
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10
月
添
乗
担
当
者

堀
端

幸
治

０
９
０

９
７
７
８

７
４
６
２

高
速
バ
ス
専
用
携
帯
電
話

０
８
０

２
９
９
１

７
３
７
２

（
９
月
お
運
び
分
）

波
方
分
教
会
（
髙
知
）

▽
任
命
願

窪
田
岩
男
氏
出
直
の
為
、

矢
野
隆
氏
へ
変
更

宇
和
島
分
教
会
（
髙
岡
）

▽
恒
例
祭
日
臨
時
変
更
願

内
子
分
教
会
（
髙
岡
）

▽
恒
例
祭
日
臨
時
変
更
願

［
法
人
関
係
諸
願
書
届
］

石
手
川
分
教
会
（
川
之
江
）

▽
代
表
役
員
変
更
登
記
完
了
届

◎
新
居
浜
支
部

城
直
布
教
所
（
繁
藤
・
城
下
）

城
誠
布
教
所
（
繁
藤
・
城
下
）

城
心
布
教
所
（
繁
藤
・
城
下
）

城
元
布
教
所
（
繁
藤
・
城
下
）

受
理
日

令
和
元
年
7
月
25
日

次
の
方
が
お
出
直
し
さ
れ
ま
し
た
。
慎

ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
そ
の
労
を

お
犒
い
申
し
上
げ
ま
す
。

宿
利

昇
さ
ん

享
年
80
才

東
温
分
教
会
長
（
伊
野
）

出
直
日

立
教
182
年
8
月
8
日

高
橋

實
さ
ん

享
年
93
才

媛
川
分
教
会
長
（
川
之
江
）

出
直
日

立
教
182
年
8
月
21
日

９
月
10
日
現
在

宇
摩
支
部

1
件

１
２
、
０
０
０
円

新
居
浜
支
部
８
件

２
６
、
０
０
０
円

道
前
支
部

２
件

２
、
０
０
０
円

今
治
支
部

９
件

１
２
、
５
０
０
円

松
山
北
支
部
１
件

１
、
０
０
０
円

松
山
南
支
部
２
件

６
、
０
０
０
円

松
山
西
支
部
３
件

９
、
０
０
０
円

松
山
東
支
部
４
件

２
３
、
０
０
０
円

喜
多
支
部

１
件

７
、
０
０
０
円

東
宇
和
支
部
５
件

１
６
、
０
０
０
円

西
宇
和
支
部
４
件

８
、
０
０
０
円

立
教
百
六
十
五
年
十
一
月
よ
り
各
支

部
に
開
設
い
た
し
て
お
り
ま
す
一
れ
つ

会
寄
付
金
窓
口
で
あ
り
ま
す
が
、
皆
様

方
の
ご
協
力
を
賜
り
、
件
数
も
大
幅
に

増
え
、
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。
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橋

實
さ
ん

享
年
93
才

媛
川
分
教
会
長
（
川
之
江
）

出
直
日

立
教
182
年
8
月
21
日

９
月
10
日
現
在

宇
摩
支
部

1
件

１
２
、
０
０
０
円

新
居
浜
支
部
８
件

２
６
、
０
０
０
円

道
前
支
部

２
件

２
、
０
０
０
円

今
治
支
部

９
件

１
２
、
５
０
０
円

松
山
北
支
部
１
件

１
、
０
０
０
円

松
山
南
支
部
２
件

６
、
０
０
０
円

松
山
西
支
部
３
件

９
、
０
０
０
円

松
山
東
支
部
４
件

２
３
、
０
０
０
円

喜
多
支
部

１
件

７
、
０
０
０
円

東
宇
和
支
部
５
件

１
６
、
０
０
０
円

西
宇
和
支
部
４
件

８
、
０
０
０
円

立
教
百
六
十
五
年
十
一
月
よ
り
各
支

部
に
開
設
い
た
し
て
お
り
ま
す
一
れ
つ

会
寄
付
金
窓
口
で
あ
り
ま
す
が
、
皆
様

方
の
ご
協
力
を
賜
り
、
件
数
も
大
幅
に

増
え
、
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
共
、
個
人
、
教
会
、
団
体
で
の

尚
一
層
の
お
心
寄
せ
の
程
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
れ
つ
会
寄
付
金
報
告

一
れ
つ
会
寄
付
金
報
告

天

理

直

行

高

速

バ

ス

天

理

直

行

高

速

バ

ス

【
10
月
】

１
日

主
事
会
・
常
議
会

松
山
南
支
部

例
会

２
日

松
山
東
支
部

例
会

４
日

松
山
北
支
部

例
会

13
日

女
子
青
年
例
会

14
日

教
区
祭

16
日

手
話
勉
強
会

19
日

県
総
合
防
災
訓
練

23
日

教
区
輸
送
会
議

30
日

着
付
け
勉
強
会

（
松
山
東
支
部
婦
人
会
）

31
日

主
事
会
・
常
議
会

一
れ
つ
会
面
接

【
10
月
】

１
日

主
事
会
・
常
議
会

松
山
南
支
部

例
会

２
日

松
山
東
支
部

例
会

４
日

松
山
北
支
部

例
会

13
日

女
子
青
年
例
会

14
日

教
区
祭

16
日

手
話
勉
強
会

19
日

県
総
合
防
災
訓
練

23
日

教
区
輸
送
会
議

30
日

着
付
け
勉
強
会

（
松
山
東
支
部
婦
人
会
）

31
日

主
事
会
・
常
議
会

一
れ
つ
会
面
接

教
区
の
予
定

教
区
の
予
定

諸

願

書

受

理

諸

願

書

受

理

修

理

人

巡

教

予

定

修

理

人

巡

教

予

定

10
月
、
12
月

今
治
支
部

10
月
、
12
月

今
治
支
部

訃

報

訃

報

布

教

所

解

散

届

布

教

所

解

散

届

教

区

一

れ

つ

会

よ

り

教

区

一

れ

つ

会

よ

り

新
居
浜
支
部
お
つ
と
め
総
会

新
居
浜
支
部
お
つ
と
め
総
会

新
居
浜
支
部
（
白
石
明
光
支
部

長
）
は
、
９
月
７
日
（
土
）
、
阿

島
分
教
会
に
お
い
て
、
お
つ
と
め

総
会
を
開
催
し
た
。

お
つ
と
め
後
、
田
村
辰
久
先
生

（
垣
生
分
教
会
前
会
長
）
の
講
話

を
拝
聴
し
た
。
当
日
は
大
人
65
名
、

子
供
23
名
が
参
加
し
た
。

新
居
浜
支
部
（
白
石
明
光
支
部

長
）
は
、
９
月
７
日
（
土
）
、
阿

島
分
教
会
に
お
い
て
、
お
つ
と
め

総
会
を
開
催
し
た
。

お
つ
と
め
後
、
田
村
辰
久
先
生

（
垣
生
分
教
会
前
会
長
）
の
講
話

を
拝
聴
し
た
。
当
日
は
大
人
65
名
、

子
供
23
名
が
参
加
し
た
。

南予ブロック南予ブロック

ハートクリーンハートクリーン

東予ブロック東予ブロック


